







A Playful Learning Class for Programing:
Development and Trial Use of a Lesson Plan for a One-Day Programing Class with JavaScript
















































































































































































　   Webページの基本設定とJavaScriptの利用
enchant.jsの読み込み部分
　   加速度センサーの準備
　   キャラクターの画像の読み込みと生成
　   ステージとアニメーションの設定
　   各オブジェクトのレイヤーの準備
　   エディターによる修正と保存
　   ブラウザによる実行や再読み込み
2． キャラクターの動作
　   タッチパネルによる動き









　   弾の属性（絵や動き）、発射タイミングの設定
　   弾を弾レイヤーの子プロセスとして生成
4． 敵登場
　   Spriteクラスから敵クラスの生成
　   敵の属性や機能の定義
　   敵を敵レイヤーの子プロセスとして生成
　   ローカル変数とグローバル変数の違い
5． 敵の攻撃
　   Spriteクラスから敵弾クラスの生成
　   敵弾の動きや発射タイミングの設定
　   敵弾を敵弾レイヤーの子プロセスとして生成
　   子プロセスの消去の仕方
6． 敵に命中
　   弾と敵の接触判定
　   親プロセスに対して子プロセスの排除命令
7． 効果音
　   敵の爆発音を入れる。サウンドデータの扱い
8． 新しいクラスを定義して使う
　   弾と敵弾の定義から共通部分を括りだし、
Spriteクラスから新しいクラスを定義する
　   新しく定義したクラスを使って弾と敵弾の
定義を簡単に書き直す
9 ．画面タップに反応
　   一定間隔で出ていた発射弾を、画面をタップ
した時に発射するように変更する
10．ライフを有効にする
　   自キャラと敵弾の接触判定
　   ライフ機能を起動し、ゲームの終了を付ける
11．加速度センサーによるコントロール
　   自キャラクターを加速度センサーでコント
ロールできるようにする
12．発射音
　   弾発射時に発射音が出るようにする
13．新しい敵キャラの作成
　   別な動きをする新しい敵キャラ敵2を定義する
14．新しい敵クラスの定義
　   新旧の敵の定義を比べ、新しい敵クラスを定
義して、敵と敵2の定義を簡単にする
15．新しい敵クラスの利用
　   新しい敵クラスをつかって、敵3を定義する
16．被弾効果の追加



































































































































































17 0 0 0 0
Q2．家で続きを？ 5．絶対やる 4．できればやる 3．わからない 2．あんまし 1．やらない
5 12 0 0 0
Q3．説明は 5．グッド 4．まあまあグッド 3．こんなもん 2．あんまし 1．判らない
13 3 1 0 0
Q4． 内容は？ 5．ちょうど良い 4．まあまあ 3．少ない 2．多すぎ 1．物足りない
6 6 4 0 0
Q5．難易度は？ 5．ちょうど良い 4．まあまあ良い 3．こんなもん 2．難しすぎ 1．物足りない
6 6 4 1 0
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